《市民会議への新規参加希望の対応について》
H19.6.29、橋爪幸臣

　「対話活動」（従来のPI）の本格化に伴って、交流の相手先などから「市民会議」への新規参加の希望が寄せられることが考えられます。鎌倉市の自治のルールは、全市にかかわるものですから、勿論一部の市民だけで作ってよいわけはなく、すべての市民に参加の機会があることは当然です。また、幅広い市民各層にご参加いただくことは鎌倉市の自治が機能する基盤でもありますので、歓迎したいと思います。
　なお、その際には、「市民会議」では全体会、策定グループ、対話チームの三つの活動がそれぞれ会員の全員参加で並行して進行しており、新規参加の方々にもこれ等への積極的な参加が期待される旨をお伝えいただくことと致します。時間的負担その他を理解いただくための、活動の現状を要約したチラシは別途準備いたします。
　直接市民会議に参加いただく場合は、事務局（経営企画課）あてに氏名、住所、利用できるfax番号またはメールアドレスの有無とともに参加する旨ご連絡いただくことになります。意見をお持ちでも、時間が取れなかったり外出が不自由な方には、引き続き対話活動を通じてのご参加をお願いしてください。
《参考資料》
「市民会議」の活動の現状（チラシの一例）
（登録）

会員として登録された方は、全体会（全員参加、月に1～2回）に参加する権利を持ち、また策定部会内のいずれかの検討グループ、支援部会のなかのいずれかの地域または目標別の対話チームに参加いただくことになります。グループやチームの集まる頻度は、月に平均2～3回以上と思います。なお、会費はありません。
（資料など）
会員には、それぞれの集まりでの討論その他に必要な資料が原則事前に配付されます。効率的に内容のある討論を進める上で、話題について参加者が情報を共有し、認識の程度に大きな差がないことが望まれますので、ことに中途から参加される方には、資料の読み込みその他で、理解の空白をなくすよう協力いただくことになります。

（役員など）

グループやチームの正副リーダーを始め幹事会のメンバーなどは、代表を除きほぼ全員がメンバーの互選で選ばれます。選ばれた方は通常の集まり以外の会合や、グループ・チームのための庶務が増えますが、ボランティア精神でなるべくお引き受けいただいています。
また、また、役員ではありませんが、広報活動、学習活動のメンバーはこれもボランティアで参加いただく方々です。

（記録、原稿など）
対話集会やグループの討論の記録はそれぞれに誰かが作っています。また、会員相互で異なったグループやチームでの活動経験を共有し、一般の市民や部外者に対しても活動の内容を周知するために、必要な原稿を依頼されることもあります。これも、依頼がありましたら出来るだけ消化いただきたいものです。

会員として登録された方には、以上のような活動に是非積極的に参加いただきたく、お願い申し上げます。
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